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執筆者略歴

執
筆
者
略
歴
（
掲
載
順
）

潘　

亮
（Pan Liang

）

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授

筑
波
大
学
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
博
士
（
国
際
政
治

経
済
学
）。
研
究
業
績
に
、T

he U
nited N

ations in Japan's Foreign and 

Security Policym
aking 1945-1992

（H
arvard U

niversity Press, 2006

）、

『
日
本
の
国
連
外
交
―
戦
前
か
ら
現
代
ま
で
―
』 （
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇 

二
四
年
）
な
ど
。

村
田　

省
一
（
む
ら
た　

し
ょ
う
い
ち
）

外
交
史
料
館
期
間
業
務
職
員
（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
）

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
社
会
文
化
専
攻
博
士
課
程
修
了
、博
士
（
学
術
）

研
究
業
績
に
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
上
海
越
界
築
路
地
域
の
画
定
と
徴
税
問

題
に
つ
い
て
」（
森
時
彦
編
『
二
〇
世
紀
中
国
の
社
会
シ
ス
テ
ム
』
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

浜
岡　

鷹
行
（
は
ま
お
か　

た
か
ゆ
き
）

外
交
史
料
館
主
査
（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
）

筑
波
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
修
了
。
研
究
業
績
に
「
岸
信
介
政
権
期
日
米

関
係
と
東
南
ア
ジ
ア
開
発
問
題
」（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
究
』

第
九
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
年
）、「『
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
』
導
入
以
後
の

外
務
省
公
文
書
管
理
」（『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

秋
葉　

真
紀
生
（
あ
き
ば　

ま
き
お
）

外
交
史
料
館
期
間
業
務
職
員
（『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
室
）

学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。
専
門
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
鉄
道
復
興
。



　
　

編　

集　

後　

記

今
号
で
は
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
一
〇
月
三
一
日
に
潘
亮
教
授
を
お
招
き

し
て
開
催
し
た
研
究
会
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。近
年
発
表
さ
れ
た
ご
著
書『
日

本
の
国
連
外
交
』
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
政
治
・
安
全
保
障
面
に
お
け
る
冷
戦
期

日
本
の
国
連
外
交
の
取
組
、
さ
ら
に
国
連
の
組
織
運
営
へ
の
貢
献
や
国
内
政
治
と

の
関
係
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
扱
い
な
が
ら
、日
本
の
国
連
外
交
の
実
態
と
実
績
、

日
本
側
の
国
連
観
、
日
本
と
国
連
の
関
係
に
作
用
し
た
要
因
な
ど
を
整
理
し
、
さ

ら
に
今
後
の
研
究
の
展
望
を
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
関
係
の
記
事
は
三
点
を
掲
載
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
戦
後
、
国
連

創
設
八
〇
年
を
記
念
し
た
特
別
展
示
「
平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
」
で
す
。
本
展

示
は
常
設
展
示
室
に
複
製
物
で
展
示
さ
れ
て
い
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

の
認
証
謄
本
や
吉
田
全
権
の
受
諾
演
説
原
稿
、国
連
加
盟
の
決
議
案
の
原
本
な
ど
、

貴
重
な
史
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
展
示
室
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
示
「
貴
重
史
料
か
ら
浮
か
び

上
が
る
吉
田
茂
像
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
当
館
が
所
蔵
す
る
旧
吉
田
邸
に
置
か
れ
た

衝
立
を
中
核
と
す
る
展
示
で
し
た
。
記
事
で
は
衝
立
に
貼
ら
れ
た
様
々
な
書
簡
の

内
容
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
最
後
に
活
動
報
告

と
し
て
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
示
「
先
哲
・
重
光
葵
」

へ
の
特
別
協
力
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
域
の
類
縁
機

関
と
関
連
す
る
展
示
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
原
稿
は
二
件
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
村
田
職
員
は
、
外
交
史
料
館
が
所
蔵

す
る
南
京
国
民
政
府
期
の
日
本
の
在
中
国
公
使
館
（
大
使
館
）
の
立
地
に
関
す
る

史
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
国
の
国
内
情
勢
の
急
激
な
変
化
は
、
在
外
公
館
を
い

か
な
る
態
勢
で
、ど
こ
に
置
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
各
国
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。

本
稿
は
北
京
（
北
平
）
か
ら
南
京
に
日
本
の
公
使
館
（
大
使
館
）
が
移
転
す
る
ま

で
の
日
本
の
動
向
に
関
す
る
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

浜
岡
主
査
と
秋
葉
職
員
の
史
料
紹
介
は
、
終
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
作
成
さ

れ
た
調
書
群
「
外
交
資
料
」
の
中
か
ら
、
幕
末
か
ら
満
洲
事
変
前
夜
ま
で
の
日
本

外
交
史
を
通
観
す
る
「
満
洲
事
變
ニ
於
ケ
ル
帝
國
内
外
情
勢
ノ
部
」
を
翻
刻
し
た

も
の
で
す
。
外
務
省
作
成
の
調
書
と
し
て
は
珍
し
い
、
日
本
外
交
の
歴
史
を
扱
う

調
書
に
つ
い
て
、
そ
の
作
成
意
図
や
背
景
も
合
わ
せ
て
考
察
し
て
い
ま
す
。

『
日
本
外
交
文
書
』
の
概
要
は
、『
平
和
条
約
締
結
に
伴
う
賠
償
交
渉　

関
係
調

書
集
』
第
一
巻
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。
同
巻
は
既
刊
『
平
和
条
約
締
結
に
伴

う
賠
償
交
渉
』
を
内
容
的
に
補
完
す
る
調
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
ビ
ル
マ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
賠
償
交
渉
に
関
す
る
調
書
と
、
各
国
と
の
賠
償
交
渉
の
進

展
に
影
響
し
た
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣
の
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
秋
の
東
南
ア

ジ
ア
歴
訪
に
関
す
る
調
書
、
合
計
四
冊
を
採
録
し
て
い
ま
す
。

以
上
、『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
九
号
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
本
号
刊
行

に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈�

掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
所
属
す
る

機
関
の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報　

第
三
九
号

二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
三
月
二
四
日

編
集
発
行　

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話　

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印　
　

刷　

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

東
京
都
大
田
区
大
森
西
二
―
二
二
―
二
六


